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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、総合的歴史研究を通じて軍縮と軍備管理を阻む近現代世界の本質
的構造を解明することにある。第二次大戦以降、武器取引は急速に拡大し複雑化したが、その構造はすでに第一
次大戦以前に形成されていた。その点を明らかにするために、われわれの研究プロジェクトでは武器移転という
事象を、経済史・国際関係史・帝国史・軍事史などの多角的な視点から分析した。分析概念として武器移転を歴
史研究の分野に適用したのは、わが国でも本研究プロジェクトが初めてである。

研究成果の概要（英文）：Through comprehensive historical studies, this collaborative research aimed 
to clarify the complicated structure of the modern world that prevents disarmament and arms control.
 Since the Second World War, the arms trade has expanded rapidly and has become more complicated. 
However, the essential structure of this expansion and complexity was already formed prior to the 
First World War. To clarify these historical facts, our research project analysed arms transfer in 
diverse ways, including economic history, history of international affairs, imperial history, 
military history and other related fields. Our research project applied arms transfer as an 
analytical concept for the first time to the field of historical research.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 ワシントン会議、ジュネーヴ海軍軍備制限

会議、ロンドン海軍軍縮会議、さらにはジュ

ネーヴ武器取引規制会議などでの軍縮論議

に、イギリス、アメリカ、ドイツ、日本がど

のように参画し、兵器生産国としていかに対

応したのか。なぜ軍縮協定と武器輸出管理が

破綻し、再軍備へとシフトしていったのか。

こうした問題に対する従来の研究は、国際政

治史・外交史の分野にとどまり、経済史・国

際関係史・帝国史・軍事史の分野ではほとん

ど扱われてこなかった。したがって、軍縮と

兵器の拡散防止が兵器産業に及ぼす影響や

兵器産業と国家との関係、さらには兵器拡散

が及ぼす社会的経済的影響などは、その現代

的重要性にもかかわらず、ほとんど解明され

ず、国際政治の観点からもっぱら軍縮交渉史

だけが論じられてきた。 

 複雑化した現代の軍縮・軍備管理問題の本

質は、歴史を遡ることによって、その本質的

構造を浮彫にすることが期待できるのであ

るが、国内外における軍縮交渉史の代表的な

成果も方法論上の限界を有していると言わ

ざるを得ない。軍縮・軍備管理破綻の構造を

経済史・国際関係史・帝国史・軍事史などの

多角的な視点から究明する作業は、今後の課

題として残されたままである。 

 

２．研究の目的 

本研究の課題は、総合的歴史研究を通じて、

兵器の拡散防止と軍縮を阻む近現代世界の

本質的構造を解明することにある。大量殺戮

兵器の拡散阻止は冷戦後の安全保障上の最

重要課題である。また、小型武器の拡散に関

しても、武力紛争を長期化させて途上国の開

発支援を阻む重大な問題として度々指摘さ

れている。だが、こうした軍縮・軍備管理は

冷戦後に限った問題では決してない。 

 第二次大戦以降、武器取引は急速に拡大し、

複雑化したが、その構造はすでに第一次大戦

以前に形成されていた。横井を中心とした兵

器産業・武器移転史の共同研究は、これまで

もその点を追究してきたが、その成果を踏ま

えて、本研究は、経済史・国際関係史・帝国

史・軍事史などの多角的な視点から、両大戦

間期における軍縮・軍備管理破綻の構造を総

合的に検討することを課題としている。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、これまで「送り手」と「受け

手」の二国間（例えば日英間）だけで完結す

る閉ざされた事象として捉えてきた武器移

転を、多角的な視点より、連鎖的な事象（つ

まり武器移転の「受け手」がやがては「送り

手」に転化・拡散しうる連続過程）として浮

彫にしていく。軍縮と軍備管理が困難をきわ

め、その取組みがたえず破綻を繰り返してき

た原因の究明には、「武器移転の連鎖の構造」

を動態的なものとして把握する視点が不可

欠なのである。 

 そこで本研究は、相互に関連した次の 4つ

の課題の解明に努める。 

 第１課題は、軍縮会議や武器取引規制会議

の議論に英米独日の４か国はどのように参

画し、いかに対応したのかを検討する。この

点の従来の研究成果を発展させ、軍縮・武器

取引規制交渉史の全容とそこでの各国政府

と兵器産業の関係に注目する。 

 第２課題は、軍縮と武器移転の関係を解明

する。英独に関してはすでにわれわれの共同

研究の成果があるが、米日に関しても実証を

進める。この第２課題では、第１・第３課題

の成果を踏まえ、軍縮と武器移転と軍事技術

変革の全体像の把握も試みる。 

 第３課題は、軍縮期における各国兵器体系

の変革に注目する。第１課題の成果を踏まえ

てその各国比較を試みる。海軍軍縮期に軍艦

に代わり航空機・潜水艦・魚雷の製造がいか

に展開したかを軍事技術変革（＝「軍縮下の

軍拡」）に注目して分析する。また、軍事技



術変革と第２課題の関係も検討する。 

 第４課題は、「武器移転の連鎖の構造」に

関する実証研究を進め、軍縮と軍備管理が破

綻した世界史的要因を追究する。上記の第

２・第３課題の成果を踏まえ、「武器移転の

連鎖」の全体構造を、欧米のみならずアジア

をも視野に入れて解明していく。 

 

４．研究成果 

（1）共著の刊行：共同研究の新たな成果と

して次の２冊を刊行した。横井勝彦編『軍縮

と武器移転の世界史—「軍縮下の軍拡」はな

ぜ起きたのか-』（日本経済評論社、2014 年）、

横井編『航空機産業と航空戦力の世界的転

回』（日本経済評論社、2016 年）。 

（2）研究所の開設、機関誌の発行、シンポ

ジウムの開催：2015 年度に本共同研究が明治

大学の代表的な共同研究のひとつとして「研

究クラスター」に選定され、それを踏まえて

同年 4月には「明治大学国際武器移転史研究

所」を開設した。以来、同研究所では機関誌

『国際武器移転史』を定期刊行（年２回）す

るとともに、シンポジウム・国際ワークショ

ップも定期的に開催してきた。その内容は同

研究所のホームページ（日・英）で詳しく紹

介している。 

（3）国際共同研究：上記の研究所を拠点と

して、海外研究者を加えた国際研究プロジェ

クトを立ち上げることができた。その成果と

しては、共著の刊行（榎本珠良編『国際政治

史における軍縮と軍備管理』（日本経済評論

社、2017 年 3月）

http://www.kisc.meiji.ac.jp/~transfer/b

ook/book_002.html や国際会議での研究報告

（田嶋・横井：ドイツ・ビーレフェルト大学 

2017.6.8-10：ZiF Workshop: Center for 

Interdisciplinary Research Small Arms-Big 

Business Trading Small Arms: Political, 

Cultural and Ethical Dimensions in 

Historical and Global Perspective）など

がある。 
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